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友愛電話ボランティア募集  ～電話による声の訪問活動をしてみませんか？～

　６５歳以上のひとり暮らしの方に、「声のお友達」として楽しい会話のひと時をお過ごしいただくボランティア
活動です。会話を通して安否の確認や孤立感の解消にもつながっています。
　コロナ禍でも活躍中です！ 一緒に活動しませんか。

火曜日・木曜日　午前９時30分～11時・午後１時30分～３時 （いずれか）
鴻巣市総合福祉センター
地域福祉課　地域福祉グループ　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

〜１時間から始められる地域活動をしてみませんか〜

「思いやりの輪」「思いやりの輪」鴻巣市地域支え合い事業

資格は必要ありません。皆さんの経験と知識で活動できます!!
活動内容  食事の支度、掃除、洗濯、衣類のつくろい、通院や散歩の付き添い、代筆や代読、話し相手など。
活動日時  月曜日～金曜日　午前９時～午後５時　※事前に活動日と時間を調整するため、急な活動はありません。

　　  ※土・日・祝日、年末年始休み。
活 動 費  １時間の活動で700円・30分の活動で350円を3ヶ月分まとめてお支払いします。
問 合 せ  地域福祉課　地域福祉グループ　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

協力会員
大募集

　援助が必要な方（高齢の方、障がいがある方、産前産後の方など）に家事など日常生活を送る
上で困ったことをお手伝いをする“住民同士の支え合い活動”です。

〜社協へのご厚意ありがとうございました〜 令和３年10月21日～令和３年12月20日
（順不同 敬称略）

栗原　昌子	 30,000円
近藤　充夫	 10,000円
岩上　茂（㈱直徳）	  20,000円
大正琴愛好会	 5,000円
躑躅森　喜代治	 46,080円

馬橋　亟男	 77,500円
中央住宅消毒	 20,000円
（故）田島　敏夫	  10,000円
鴻巣市ウォーキングクラブ	 19,205円
匿名	 50,000円

　毎年、多くの皆さまにご来場いただいております標記イベントにつきまして、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため本年度は中止とします。

あしたば第二作業所「春風祭」の中止について

活動日時
活動場所
問 合 せ

　今年度は、感染防止対策を講じながら展示方式での開催となりました。
　いきがい作品展に作品を出展された方からは、「昨年度は中止となってしまったが、開催でき気持ちを
込めた力作を見てもらえて、うれしい！」、ボランティア見本市に参加されたボランティアグループからは、
「活動を知ってもらい仲間の輪が広がる機会につながる！」などの声がありました。また、来場者からは
「外出する機会が減っていたが、
作品を鑑賞して気分転換に
なった」「市内のボランティア
活動を知り、自分も仲間に
なってみたい」などの感想が
ありました。
　ご参加・ご来場いただき
ありがとうございました。

いきがい作品展・ボランティア見本市を開催しました！

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

⑥笠原・常光圏域

①吹上第1・第3・第4圏域

鴻巣市

③箕田・赤見台圏域

⑤鴻巣圏域

⑦馬室・松原圏域

④田間宮圏域

②吹上第2・第5圏域

〈支え合い協議体の様子〉

⑧屈巣・広田・共和圏域

生活支援体制整備事業では、年齢を重ねても住み慣れた地域で
“健康で元気に暮らすため”にはどうしたらよいのか？“いきがいや役割が
ある生活を送るため”には何が必要なのか？などについて、地域で活動
されている方と一緒に“支え合えるしくみづくり”を話し合っています。

！！健康で元気に暮らす健康で元気に暮らす！！

“支え合えるしくみづくり”“支え合えるしくみづくり”

中山（明）
担当圏域③④支え合い推進員

山中
担当圏域①②支え合い推進員

中山（裕）
担当圏域⑥⑦支え合い推進員

髙橋
担当圏域⑤⑧支え合い推進員

を

！！目指します！支え合える地域目指します！支え合える地域！！

8つの支え合い協議体

協議体で出された意見

より身近な地域で話し合う場として
８つの圏域に“支え合い協議体”を
設定しています。（左図参照）
活動をサポートする“支え合い推進員”
を各圏域に配置しています。

コロナ禍で引きこもりがちになっている
買い物で困っている人がいる
サロン活動等の集まる活動は、人数を分散し

　複数回で行っている
ゴミ拾い等の屋外イベントは継続して行っている
出て来られない人へはどうしていくべきか

サロン活動の充実！！
気持ちのリフレッシュになり
気分向上！
“孤立、孤独の解消”

移動販売（スーパー）の展開！！
食は元気の源！
“買い物支援”

プラス

「人との関わり」
「地域の役割」が
大切です！

住んでいるか
らこそ知って
いる声が多数
です！

地域の皆さんと
一緒に取り組み
ます！

サロン活動や
移動販売の情報
収集など活動に
向けたサポート
をします！
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紹介
します

紹介
します

♪♪♪♪ 障害福祉サービス事業所障害福祉サービス事業所

　この大会は、多年にわたり、共同募金運動をはじめ社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰して、一層のご活躍を期待
するとともに、社会福祉の一層の充実をめざす機会として開催されるものです。

　この大会は、埼玉県の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰するとともに、県内の社会福祉関係者が集い、社会福祉に
関する課題の解決に向けた決意を新たにし、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として開催されるものです

＊堀口 好治

＊ボーイスカウト鴻巣第２団

全国
社会福祉協議会

会長表彰

中央共同募金会
会長表彰

社会福祉協議会・民間社会福祉団体等の役職員の
現職で、在職期間が15年以上の功績が顕著なもの

地区及び団体で共同募金活動が特に優秀なもの

社協、民間団体功労表彰

共同募金優良地区・団体

令和３年度 埼玉県社会福祉大会 （順不同･敬称略）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
鴻
巣
市
社
会
福
祉
協
議
会

  

会 

長
　
武
井
　
利
男

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
の
見
直
し
や
変
更
が
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
の
運
営
に
対
し
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、現
在
、我
が
国
で
は
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
人
口
が
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
令
和
七
年
に
は
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
を
迎
え
、
医
療
や
介
護
需
要
が
大
幅
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
や
要

介
護
状
態
の
予
防
等
を
目
的
に
、「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
地
域
の
支
え
合
い
」
の
構
築
を
柱
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
幅
広
い
世
代
の

方
々
に
地
域
や
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
人
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
な
る
場
づ
く
り
等
の
地
域
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
会
の
事
業
並
び
に
地
域
活
動
も
再
開
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
の
で
、
今
後
も
感
染
状
況

を
注
視
し
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
邁
進
い
た
す
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
を
は
じ
め
、
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
支
部
社
会
福
祉
協

議
会
等
の
福
祉
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
役
職
員
一
同
、
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る「
鴻
巣
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

を
目
指
し
、
更
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

＊紀陸 則子　　　＊関 フミ子
＊三ツ木 美知子　＊小暮 敦子
＊伊藤 鋳義　　　＊小松 八惠子

現に社会福祉事業のボランティアとして10年以上に
わたり、率先して活動を行い、その功績が顕著なもの

ボランティア（個人）埼玉県
社会福祉大会

会長表彰

＊勝龍寺檀信徒一同
20万円以上の寄付を単年度で行った団体

多額寄付者・団体感謝埼玉県
共同募金会
会長表彰

令和３年度 全国社会福祉大会 （順不同･敬称略）

社会福祉協議会では指定管理者制度により、下記４箇所の障害福祉サービス事業所を管理運営しています。各事業
所とも就労継続支援 B 型と生活介護のサービスを行っており、みんなで作業をしたり、いろいろな行事をしたりし
て楽しく通所しています。新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、お気軽におこしください！

所在地：箕田 4265-1
TEL/FAX：048-596-3425

所在地：関新田 1277-2
TEL/FAX：048-569-2986

所在地：原馬室 3116-2
TEL/FAX：048-543-3225

所在地：鎌塚 57-1
T E L ：048-549-2288
F A X：048-549-2289

♥利用者数
　就労Ｂ　 9名（定員 12名）
　生活介護 3名（定員   8 名）
♥主な仕事
　　・下請作業
　　・資源回収
　　・自主製品制作
　　　（陶器・刺子など）

♥利用者数
　　就労Ｂ 10 名（定員 13名）
　　生活介護 4名（定員  7 名）
♥主な仕事
　　・下請作業
　　・資源回収
　　・自主製品制作
　　　（陶器など）

♥利用者数
　　就労Ｂ　4名（定員 12名）
　　生活介護 2名（定員   8 名）
♥主な仕事
　　・下請作業
　　・資源回収
　　・自主製品制作（クッキーなど）

♥利用者数
　　就労Ｂ　 7名（定員 12名）
　　生活介護 5名（定員  8 名）
♥主な仕事
　　・下請作業
　　・資源回収
　　・自主製品制作
　　　（石鹸など）

　各事業所とも空きがあります。見学は随時、受入可能ですので各事業所にご連絡ください。
　詳細は、社協HP：https://konosu-syakyo.or.jp/ をご覧ください。

＊利用者数は令和3年12月現在です。　＊掲載している写真は新型コロナウイルス感染拡大以前の写真です。

就労継続支援Ｂ型では… 生活介護では…

：：あしたば第一作業所あしたば第一作業所：：あしたば第二作業所あしたば第二作業所：：吹上太陽の家吹上太陽の家：：川里ポプラ館川里ポプラ館

居心地が良く、自分

らしくいきいきと過

ごしていただけるよ

う支援しています！

各事業所ではお祭りを実施したり、外出体験や調理実習等をしています！

あし
たば第二作業所あし
たば第二作業所

川里ポプラ館川里ポプラ館

吹上太陽の家吹上太陽の家

一般企業で働くことが難しい方
に、軽作業等を通して、社会
の一員としての役割や規則正
しい生活リズムの助長を図
ります。また、知識及び
能力の向上に向けた機会
を提供します。

日常生活を送る上で介護が必要
な方に、食事やトイレ等の介
護を行うとともに、創作的
活動や生産活動の機会を
提供します。

あし
たば第一作業所あし
たば第一作業所
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笑顔で、はい！チーズ☆

外出体験
調理実習

外出体験

アツアツ !! おせんべい焼き
おいしいカレーになあれ！

おいしいランチをいただきます!!


